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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第47期
第１四半期
連結累計期間

第48期
第１四半期
連結累計期間

第47期

会計期間
自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日

自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日

自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日

売上高 (千円) 2,675,432 2,751,984 11,234,701

経常利益 (千円) 268,591 236,118 1,266,194

親会社株主に帰属する四半期
純利益又は親会社株主に帰属
する当期純損失（△）

(千円) 164,831 162,808 △114,592

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 136,514 120,167 △185,984

純資産額 (千円) 5,867,249 5,475,423 5,452,503

総資産額 (千円) 36,139,172 35,600,490 35,971,970

１株当たり四半期純利益金額
又は当期純損失金額（△）

(円) 25.42 25.11 △17.67

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 16.2 15.4 15.1
 

 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。　

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内

容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社　サン・ライフ(E04971)

四半期報告書

 2/17



第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

 また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 

当第１四半期連結累計期間の財政状態及び経営成績の分析は以下のとおりであります。

 

(1) 経営成績の分析

わが国の景気は政府主導の経済対策や日銀の金融緩和策を背景に円安及び株式市場の回復が進んだことにより、

一部の企業収益が改善し、景気は緩やかな回復基調で推移したものの、個人消費の停滞感は続いており、依然とし

て先行き不透明な状態です。また、経済産業省「特定サービス産業動態調査」(サンプル調査、速報)によります

と、平成28年４～６月の結婚式場業の取扱件数は前年同期比1.7％減の23,573件、売上高は同3.0％減の61,751百万

円となっております。一方、葬儀業の同期間の取扱件数は前年同期比0.1％減の98,455件、売上高は同1.4％減の

141,088百万円となっております。

このような状況下、当社グループでは以下の努力を行ってまいりました。

ホテル事業では、多様なご婚礼ニーズに応えるため、ホテルサンライフガーデンのテーマパーク化、スタッフの

おもてなしサービス体制の強化、ＳＮＳ・ＷＥＢ広告を推進した結果、期中のご婚礼施行予約数は増加しました

が、ご婚礼施行組数は減少したため、売上高は前年同四半期比1.0％減の644百万円となりました。一方で、コスト

削減に努めましたが、営業損失は15百万円（前年同四半期は17百万円の営業損失）となりました。

式典事業は、新斎場の「サン・ライフ　ファミリーホール二宮」の順調な稼働と計画的な生前相談会、施設見学

会等の開催により、お客様とのコミュニケーションを深める活動を推進した結果、ご葬儀件数は増加しました。

一方で、ご葬儀の小規模化に伴うご葬儀１件あたりの売上高は前年同四半期比で減少したものの、売上高は前年

同四半期比3.5％増の1,890百万円となり、営業利益は430百万円（前年同四半期比1.1％増）となりました。

その他の事業では、介護サービスご利用者の増加及びサービス品質向上に努めました。また少額短期保険では、

ご加入者のサービス内容の拡充を図りました。その結果、在宅介護のご利用者及び少額短期保険の加入が順調に推

移し、売上高は前年同四半期比9.4％増の217百万円となりましたが、戦略的広告費用の増加、昨年10月の有限会社

ホーマの営業譲受により、営業利益は42百万円(前年同四半期比7.3％減)となりました。

 

以上により、当第１四半期連結累計期間における売上高は前年同四半期比2.9％増の2,751百万円、営業利益は前

年同四半期比0.7％減の216百万円、経常利益は受取配当金等が減少したため、前年同四半期比12.1％減の236百万

円、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同四半期比1.2％減の162百万円となりました。
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(2) 財政状態の分析

①　資産

資産合計は35,600百万円（前連結会計年度末比1.0％減）となりました。

a:流動資産

流動資産は14,797百万円（前連結会計年度末比5.4％減）となりました。これは、有価証券の減少等が主たる

要因であります。

b:固定資産

固定資産は20,802百万円（前連結会計年度末比2.3％増）となりました。これは、建設仮勘定等の増加による

有形固定資産の増加、のれんの償却等による無形固定資産の減少、投資有価証券の増加等による投資その他の

資産の増加が主たる要因であります。

②　負債

負債合計は30,125百万円（前連結会計年度末比1.3％減）となりました。

a：流動負債

流動負債は1,971百万円（前連結会計年度末比14.4％減）となりました。これは、未払法人税等の減少等が主

たる要因であります。

b：固定負債

固定負債は28,153百万円（前連結会計年度末比0.2％減）となりました。これは、前払式特定取引前受金及び

その他固定負債の減少等が主たる要因であります。

③　純資産

当第１四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ22百万円増加し、5,475百万円となり

ました。これは、利益剰余金が親会社株主に帰属する四半期純利益162百万円の計上と配当金の支払97百万円の結

果、利益剰余金が65百万円増加したことと、その他有価証券評価差額金が39百万円減少したことによるもので

す。

 

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 25,680,000

計 25,680,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成28年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年８月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,820,000 6,820,000
東京証券取引所

　ＪＡＳＤＡＱ
　（スタンダード）

単元株式数100株

計 6,820,000 6,820,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成28年４月１日～
平成28年６月30日

─ 6,820,000 ─ 610,000 ─ 236,733

 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成28年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
　普通株式

336,800
― ―

完全議決権株式(その他)
　普通株式

6,482,000
64,820 ―

単元未満株式
　普通株式

1,200
― ―

発行済株式総数 6,820,000 ― ―

総株主の議決権 ― 64,820 ―
 

(注)１.「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が800株（議決権８個）含まれ

ております。

２.「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が44株含まれております。

３．当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成28年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

② 【自己株式等】

  平成28年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社サン・ライフ

神奈川県平塚市馬入本町
13－11

336,800 ─ 336,800 4.94

計 ― 336,800 ─ 336,800 4.94
 

 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成28年４月１日から平成

28年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 11,895,226 11,715,575

  売掛金 415,913 341,174

  有価証券 2,067,790 251,658

  商品 40,758 46,758

  原材料及び貯蔵品 71,680 76,237

  その他 1,148,581 2,369,478

  貸倒引当金 △2,235 △3,254

  流動資産合計 15,637,714 14,797,629

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 5,553,089 5,463,542

   土地 7,759,977 7,759,977

   その他（純額） 359,652 459,483

   有形固定資産合計 13,672,719 13,683,003

  無形固定資産   

   のれん 447,458 387,317

   その他 416,666 412,025

   無形固定資産合計 864,124 799,342

  投資その他の資産   

   供託金 1,070,965 1,073,465

   その他 4,773,270 5,294,858

   貸倒引当金 △46,823 △47,808

   投資その他の資産合計 5,797,411 6,320,515

  固定資産合計 20,334,255 20,802,861

 資産合計 35,971,970 35,600,490

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 549,222 527,556

  未払金 434,424 358,123

  未払法人税等 306,721 74,918

  引当金 130,110 76,085

  その他 881,959 934,592

  流動負債合計 2,302,437 1,971,276

 固定負債   

  前払式特定取引前受金 27,244,590 27,218,606

  引当金 88,435 77,443

  退職給付に係る負債 123,382 127,179

  その他 760,621 730,561

  固定負債合計 28,217,029 28,153,791

 負債合計 30,519,467 30,125,067
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 610,000 610,000

  資本剰余金 236,733 236,733

  利益剰余金 4,841,263 4,906,825

  自己株式 △325,466 △325,466

  株主資本合計 5,362,530 5,428,091

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 86,541 47,144

  その他の包括利益累計額合計 86,541 47,144

 非支配株主持分 3,431 186

 純資産合計 5,452,503 5,475,423

負債純資産合計 35,971,970 35,600,490
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

売上高 2,675,432 2,751,984

売上原価 1,971,126 2,028,332

売上総利益 704,306 723,652

販売費及び一般管理費 486,065 506,992

営業利益 218,240 216,659

営業外収益   

 受取利息 2,968 1,829

 受取配当金 31,718 7,675

 前受金月掛中断収入 9,469 6,246

 不動産賃貸収入 3,138 3,305

 投資有価証券売却益 26 -

 その他 10,046 8,859

 営業外収益合計 57,368 27,916

営業外費用   

 不動産賃貸費用 2,855 2,559

 前受金復活損失引当金繰入額 3,255 -

 投資有価証券売却損 15 -

 為替差損 - 3,048

 その他 892 2,848

 営業外費用合計 7,017 8,457

経常利益 268,591 236,118

特別損失   

 固定資産除売却損 814 174

 特別損失合計 814 174

税金等調整前四半期純利益 267,777 235,944

法人税、住民税及び事業税 84,034 70,515

法人税等調整額 18,911 5,865

法人税等合計 102,945 76,380

四半期純利益 164,831 159,563

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） - △3,244

親会社株主に帰属する四半期純利益 164,831 162,808
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

四半期純利益 164,831 159,563

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △28,317 △39,396

 その他の包括利益合計 △28,317 △39,396

四半期包括利益 136,514 120,167

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 136,514 123,412

 非支配株主に係る四半期包括利益 - △3,244
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

　

当第１四半期連結累計期間

(自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日)

（会計方針の変更）

　法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応報

告第32号　平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設

備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　これによる損益に与える影響は軽微であります。
 

 

（追加情報）

 
当第１四半期連結累計期間

(自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日)

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を当第１四

半期連結会計期間から適用しております。
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

減価償却費 140,642千円 124,223千円

のれんの償却額 58,796千円 60,140千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日)

 

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成27年６月26日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 97,247 15 平成27年３月31日 平成27年６月29日
 

 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日)

 

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成28年６月27日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 97,247 15 平成28年３月31日 平成28年６月28日
 

 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

 報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

 ホテル事業 式典事業 計

売上高        

(1) 外部顧客への売上高 650,602 1,826,031 2,476,633 198,799 2,675,432 ― 2,675,432

(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

43,301 ― 43,301 4,749 48,050 (48,050) ―

計 693,904 1,826,031 2,519,935 203,548 2,723,483 (48,050) 2,675,432

セグメント利益又は
損失(△)

△17,791 425,621 407,830 45,504 453,335 △235,094 218,240
 

(注) １　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、介護事業、ファイナンシャル・サ

ポート・サービス、有料老人ホーム事業、少額短期保険業他が含まれております。

２　セグメント利益の調整額△235,094千円には、セグメント間取引消去15,757千円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△250,852千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一

般管理費であります。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

 報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

 ホテル事業 式典事業 計

売上高        

(1) 外部顧客への売上高 644,105 1,890,334 2,534,440 217,544 2,751,984 ― 2,751,984

(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

62,606 ― 62,606 4,322 66,928 (66,928) ―

計 706,711 1,890,334 2,597,046 221,866 2,818,913 (66,928) 2,751,984

セグメント利益又は
損失(△)

△15,066 430,477 415,411 42,163 457,575 △240,915 216,659
 

(注) １　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、介護事業、ファイナンシャル・サ

ポート・サービス、有料老人ホーム事業、少額短期保険業他が含まれております。

２　セグメント利益の調整額△240,915千円には、セグメント間取引消去15,862千円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△256,778千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一

般管理費であります。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 

 
項目
 

前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 25円42銭 25円11銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 164,831 162,808

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

164,831 162,808

普通株式の期中平均株式数(株) 6,483,156 6,483,156
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

 

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年８月12日

株式会社サン・ライフ

取締役会  御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   野　　島　　　　　透   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   齋　　藤　　慶　　典   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社サン・

ライフの平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成28年４月１日か

ら平成28年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年６月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につい

て四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社サン・ライフ及び連結子会社の平成28年６月30日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
 

 

EDINET提出書類

株式会社　サン・ライフ(E04971)

四半期報告書

17/17


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第１四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第１四半期連結累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

